
No.4 ごみの回収及び防災行政無線について         （令和 6年 4月受付） 

内容  ごみの回収について、現在のごみは昔と違いビニールごみが多くなっ

ているため可燃ごみの日を減らして週 2日にすることを検討して頂きた

い。 

 将来的には、ビニール、ペットボトルを燃料として熱リサイクルする

炉を新設して可燃してもらいたい。可燃ごみ袋も町税とし回収を検討願

いたい。特定業者への既得権と見える。炉の新設は他の行政とも調整す

れば現実化すると思う。 

 防災行政無線が緊急以外の件が多い。広報は、広報紙で周知した方が

良い。大事なことが分からなくなる。 

回答 ビニールごみにつきましては、プラマーク製品のことと思われますが

基本的にビニールは週１回火曜日に収集しております。 

町のごみはビニールごみに比べ可燃ごみの量が多いことから、収集日

を減らすことによって収集当日に町内全域の可燃ごみが回収できなくな

るおそれがあることから、当面は現状の運用で進めたいと考えておりま

す。 

また、可燃ごみ袋の取扱いにつきましては町では有料ごみ袋を使って

家庭ごみ処理有料化を行っています。これはごみを出す量に応じて手数

料を徴収することで、家庭ごみの削減や費用負担の公平性が確保できる

ことから行っている取組みであります。また、家庭ごみの回収につきま

しては、町の予算において業者に委託し、回収を行っております。 

なお、炉の新設につきましては、畦地様もご承知のとおり近隣市町の

自治体を巻き込んでの調整が必要となることから、ご意見として承りま

す。 

今後とも、ごみの分別収集にご協力をお願い申し上げます。 



次に御指摘をいただきましたように、防災行政無線で放送している内

容は、緊急以外のものも多くございます。 

しかしながら、町政情報を町民の皆様に広くお知らせするためには、

広報紙だけでなくホームページや防災行政無線による周知も必要である

と考えておりますので、御理解くださるようお願い申し上げます。 

 


